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訪問介護と定期巡回サービスの連携による
新しいサービス作りに向けた取組について

平成２７年７月
川崎市定期巡回・随時対応型訪問介護看護シンポジウム

川崎市高齢者事業推進課 介護基盤係

定期巡回・随時対応型訪問介護看護とは？

定期巡回・随時対応型訪問介護看護とは、

重度の要介護高齢者の在宅生活を２４時間支える仕組みの不足や、

医療ニーズがある高齢者に対して医療と介護の連携が必ずしも十分でない

という課題を受け、平成２４年４月に創設されたサービスです。
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定期巡回・随時対応型訪問介護看護とは？

まとまったケアを
得意とする訪問介護

小刻みなケアを
得意とする定期巡回

サービス事業所の判断で
利用者の状態に応じた
サービスの調整ができる

必要に応じて訪問看護の
提供

看護アセスメントの
実施

事例出典 一般社団法人24時間在宅ケア研究会「定期巡回・随時対応サービスのポイント」

定期巡回・随時対応型訪問介護看護の課題

本日のお話に関係する部分では・・・

【課題１】
１事業所あたりの担当エリアが広くなると移動時間が負担に
結果として、サービスの供給力が小さくなっている

移動時間の効率化により供給力を増やす方法はないのか？

【課題２】
訪問介護との競合

既存サービスからの切り替えが難しい（ことが普及を阻んでいるという意見も・・・）

｢訪問介護｣と｢定期巡回｣､それぞれの特徴や強みがある

それぞれの強みを生かしたより良い支援の方法はないのか？

しかし・・・
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定期巡回サービスの提供チーム

定期巡回事業所訪問介護事業所

利用者

２４時間コール受付

ケアコール設置

夜間の定期訪問

夜間の随時訪問

委託契約

「地域連携型サービス」とは？

訪問介護事業所と定期巡回事業所が委託関係となり、互いに定期巡回サービスの提供者としてチームを組み、

利用者を支える仕組みです。

日中の定期訪問

日中の随時訪問

生活アセスメント

【参考】業務の一部委託に関する条例上の規定

定期巡回・随時対応型訪問介護看護の業務については、一定の条件を満たした場合に、外部の訪問介護事業者等に委託
することが可能となります。（基準条例 第３３条第２項）

≪要件≫

① 適切に指定定期巡回・随時対応型訪問介護看護を利用者に提供する体制が構築されていること

② 他の指定訪問介護事業所等との密接な連携を図ることにより効果的な運営が見込まれること

③ 利用者の処遇に支障がないこと

④ 市長が地域の実情を勘案し適切と認める範囲内であること

≪委託できる範囲≫

定期巡回サービス、随時対応サービス又は随時訪問サービスの事業の一部（全部は×）
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① 業務委託指針の策定と参加事業所の公表（Ｈ２７．５～）

② 連絡協議会との連携による事例や情報の共有

③ 人材育成・資格取得の支援（取組への参加事業所を対象とした喀たん吸引を始めとする
研修受講支援 等）

行政からのバックアップ

定期巡回の供給力を増やしたい

• 地域の訪問介護事業所の力を借りることで、サービス供給力を増やせるのでは？

市としての狙い

定期巡回をより気軽に使ってもらいたい

• 実際に定期巡回を「やってもらう」ことでサービスの特性や内容を知ってもらい、訪問介護事業所が「自社の取組」として連携型定期巡回サービ

スの利用を提案できるようになるのでは？

• 連携型サービスによって、「２週間だけ定期巡回を使う」「落ち着いたら定期巡回から訪問介護に戻す」といった多様な提案が行いやすくなるの

では？

• サービスが替わっても訪問介護事業者が関わり続けることで、利用者へのケアの一貫性を担保できるのでは？

定期巡回事業に興味を持ってもらいたい

• サービスに実際に参加することで定期巡回事業への理解を深めてもらい、訪問介護事業所からの新規参入を検討してもらえるのでは？

• 定期巡回事業への参入によって、スタッフのスキルアップやモチベーション向上が図れるのでは？
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訪問介護と定期巡回サービスの
連携によるメリット

平成２７年７月
川崎市定期巡回・随時対応型訪問介護看護シンポジウム

川崎市地域密着型訪問介護事業者連絡協議会

10

訪問介護と定期巡回の違い

■定期巡回のポイント
・短時間・複数回のサービスが可能
・介護度に応じた固定費用

■利用例
・一日数回、服薬確認のみのサービス提供
・食事準備や排泄など生活全般の支援
・体調不良時は訪問回数を増加

個別性のある柔軟なサービスが提供可能
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事業所連携による変更点

■【定期巡回の課題】
①対応可能エリア
・定期巡回事業所から遠いとサービス提供困難

②定期巡回の事業所が単独で対応
・複数事業所で協力して支えることが出来ない
・定期巡回事業所だけでは人手が足りない

事業所連携による改善
①複数事業所で定期巡回サービスを提供
②訪問介護事業所が継続して関わり可能
③必要に応じて定期巡回⇔訪問介護の切替

【事例 A様】
・訪問介護で1日3回のオムツ交換
・食事の用意、その他の支援は奥様が行っている
最近状態が変わり、夜間や随時のオムツ交換も必要

定期巡回のサービス例
ケース①【訪問介護事業所からの連携】

【訪問介護⇒定期巡回への移行】
①定期的な訪問＋随時の対応で家族の負担軽減
②現在の事業所＋定期巡回事業所の連携でサービス

・事業所を変更せずに定期巡回サービスを提供
・必要に応じて訪問介護へ戻せる
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【事例 B様】
・退院により訪問介護の利用希望
・独居なので生活全般的に支援が必要
・認知症の症状も現れ始めている

定期巡回のサービス例
ケース②【定期巡回を前提とした連携】

【事業所連携で定期巡回を開始】
①日中はA事業所、夜間はB事業所で協力
②サービス開始当初は手厚く、落ち着けば適正な訪問回数に修正
③施設ではなく、在宅生活の限界点を伸ばせる
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連携事例

平成２７年７月
川崎市定期巡回・随時対応型訪問介護看護シンポジウム

川崎市地域密着型訪問介護事業者連絡協議会

基本情報
女性 ９３歳 介護度２ 日中独居

【主疾患】認知症 高血圧症 糖尿病

【サービス導入経緯】

今までは、昼食時３０分の訪問介護（食事の見守り・介助）を利用。

食事・水分摂取量低下。活動量・ADL低下。転倒継続。
食事・水分摂取量の確保。ご家族不在時の安否確認が必要。

⇒日中複数回の訪問を希望（定期巡回サービスの導入検討）。

【アセスメント結果】

日中傾眠傾向。歩行不安定。室内歩行器使用（歩行器を忘れることも
ある）。覚醒状況により、食事量も不安定。
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転倒リスクが高い為、こまめな安否確認が必要。

・訪問毎のトイレの声掛け、見守り・誘導。

・万が一転倒されていた場合の早期発見・対応。

水分・食事摂取量の維持が必要。

・昼食時の見守り・介助は継続。

・訪問毎の食事および水分摂取の声掛け、見守り。

【週間計画】
月 火 水 木 金 土 日

１０：００ ○ ○ ○ ○ ○ ご
家
族
対
応

ご
家
族
対
応

１２：００ ○ ○ ○ ○ ○

１４：００ ○ ○ ○ ○ ○

１５：３０ ○ ○ ○ ○ ○

１７：００ ○ ○ ○ ○ ○

介護計画

訪問介護事業所との連携
【事業所の課題】
日中５回の訪問計画、１つの事業所でのサービス提供は人員配置的に困難。

地域の連携先訪問介護事業所へ相談し、ケア内容、訪問日程を調整。

連携訪問介護事業所との連携により、
連携先訪問介護事業所との連携により、定期巡回サービスがスタート
【今後として】
現状、食事・水分摂取量が改善され、ADLも回復傾向。
⇒選択肢の多様化 状況により定期巡回⇔訪問介護への切り替えが可能

月 火 水 木 金 土 日

１０：００ ○ ○ ○ ○ ○ ご
家
族
対
応

ご
家
族
対
応

１２：００ 連携 ○ 連携 連携 ○

１４：００ ○ ○ ○ 連携 ○

１５：３０ ○ ○ ○ ○ ○

１７：００ ○ ○ ○ ○ ○
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参考資料 
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川崎市長寿社会部高齢者事業推進課ご担当者

あて先（044-200-3926)

実施地域

委託時間

ご担当者

電話

ＦＡＸ

住所

定期巡回・随時対応型訪問介護看護地域連携届出

平成　　年　　月　　日

事業者番号

事業者名

川崎市長寿社会部高齢者事業推進課ご担当者

あて先（044-200-3926)

実施地域

定期巡回・随時対応型訪問介護看護地域連携届出

平成　　年　　月　　日

事業者番号

事業者名

受託可能時間

電話

ＦＡＸ

ご担当者

住所

-
1
9
-



川崎市定期巡回・随時対応型訪問介護看護シンポジウム 

≪お問い合わせ先≫ 

 川崎市地域密着型訪問介護連絡協議会事務局     

Tel  044-860-6530 

川崎市健康福祉局長寿社会部高齢者事業推進課    

Tel  044-200-2454 
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